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以
前
、巻
末
の
「
記
者
敬
白
」

（
３
月
10
号
）
で
筆
者
は
「
５

月
19
日
〔
金
〕
か
ら
の
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
が
近
付
き
、
旧
知

の
宿
泊
業
者
か
ら
機
動
隊
員

が
泊
ま
る
空
き
室
の
状
況
を
確
認
す
る
電

話
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
」と
記
し
て
い
る
▼

会
場
と
な
る
広
島
市
に
来
る
要
人
の
警
護
、

周
辺
の
警
戒
は
広
範
囲
に
及
び
、こ
の
地
域

も
対
象
に
な
る
の
だ
ろ
う
。山
陽
自
動
車
道

は
５
月
18
日
〔
木
〕
か
ら
同
22
日
〔
月
〕
ま

で
本
郷
Ｉ
Ｃ
〜
玖
珂
Ｉ
Ｃ
（
岩
国
）
間
で
交

通
規
制
が
あ
り
、時
間
帯
な
ど
の
詳
細
は
広

島
県
警
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
▼
各

所
で
待
機
、寝
泊
ま
り
し
て
い
る
隊
員
が
出

動
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
は
要
人
を

狙
っ
た
事
件
が
続
い
て
い
る
の
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
相
当
な
も
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
時

季
、機
動
隊
で
連
想
す
る
の
が
「
脱
走
者
の

立
て
籠
も
り
事
件
」
で
、２
０
１
８
年
４
月

に
松
山
の
刑
務
所
か
ら
逃
げ
た
受
刑
者
が

尾
道
の
向
島
に
潜
み
、機
動
隊
が
出
動
。
集

結
し
た
車
に
は
各
隊
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

が
描
か
れ
、山
口
方
面
か
ら
の
車
に
は
高
杉

晋
作
が
結
成
し
た
奇
兵
隊
の
「
奇
」
の
字
が

入
っ
て
い
た
▼
県
警
を
含
め
、多
い
日
は
１

５
０
０
人
が
捜
索
に
当
た
っ
た
が
、サ
ミ
ッ

ト
で
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
の
配
置
に
な

る
の
か
。向
島
で
は
隠
れ
た
男
を
見
付
る
の

が
任
務
で
あ
っ
た
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
定

ま
っ
て
い
な
い
中
で
の
警
備
は
難
し
く
、範

囲
が
広
く
な
る
の
だ
ろ
う
。　　
　
（
Ｓ
Ｎ
）

四
季

コラム・連載

企業データ

トピックス
トピックス

特　集

ひ　と
か　お

政経パトロール
ザ ･ワイドおかやま



経済リポート 2023年（令和 5年）5月 1日　1805号
4

　
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
搬
送
装
置

を
手
掛
け
る
ロ
ー
ツ
ェ
㈱
（
福

山
市
神
辺
町
、
藤
代
祥
之
社
長
、

東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
）
は
半
導

体
の
国
産
化
を
進
め
る
中
国
向

け
の
販
売
が
好
調
で
、
２
０
２

３
年
２
月
期
連
結
の
売
上
高
は

前
期
比
41
・
１
％
増
の
９
４
５

億
１
８
０
０
万
円
、
純
利
益
が

同
66
・
７
％
増
の
２
１
３
億
８

４
０
０
万
円
で
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
ロ
ー
ツ
ェ
は
１
９
８

５
年
の
会
社
設
立
後
、
１
９
９

６
年
早
期
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

し
た
こ
と
で
、米
国
、台
湾
、韓

国
、
中
国
と
い
っ
た
世
界
中
の

顧
客
を
獲
得
。
昨
年
９
月
に
ベ

ト
ナ
ム
で
８
棟
目
の
工
場
を
、

10
月
に
は
中
国
・
上
海
に
新
工

場
を
稼
働
さ
せ
た
。
世
界
的
な

半
導
体
需
要
の
高
ま
り
の
中
、

藤
代
社
長
に
今
後
の
事
業
展
開

を
聞
い
た
。

パ
を
従
来
の
約
８
倍
に
引
き
上

げ
た
こ
と
で
、旺
盛
な
中
国
国
内

の
受
注
を
獲
得
し
た
い
。不
安
定

な
国
際
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が

状
況
を
注
視
し
、
中
国
の
工
場

は
フ
ル
稼
働
を
目
指
し
ま
す
」

―
主
要
生
産
拠
点
の
ベ
ト
ナ
ム

で
の
生
産
体
制
も
引
き
上
げ
て

い
ま
す
。
背
景
に
つ
い
て
は

「
ベ
ト
ナ
ム
は
、若
い
人
材
も
多

く
、
採
用
活
動
が
円
滑
に
進
ん

で
お
り
、
か
つ
親
日
国
で
も
あ

り
ま
す
。
８
棟
目
の
工
場
の
開

設
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
単
体
製

品
の
生
産
能
力
は
２
倍
に
、
大

型
品
は
１
・
５
倍
と
な
り
ま
す
。

半
導
体
で
は
、
ウ
エ
ハ
ー
に
回

路
を
形
成
す
る
前
工
程
と
、
ウ

エ
ハ
ー
か
ら
半
導
体
チ
ッ
プ
を

切
り
出
し
て
仕
上
げ
る
後
工
程

の
間
の
中
工
程
の
分
野
が
伸
び

て
お
り
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
と
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
」

―
熊
本
県
合
志
市
の
九
州
工
場

に
設
備
投
資
を
し
ま
し
た
。
背

景
や
ね
ら
い
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い

「
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で

２
階
部
分
が
大
き
く
損
壊
し
て

お
り
、
改
修
し
ま
し
た
。
台
湾

の
世
界
最
大
の
半
導
体
受
託
製

造
企
業
の
台
湾
積
体
電
路
製
造

（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）が
建
設
中
の
新
工

―
中
国
向
け
の
販
売
が
伸
び
、

上
海
に
新
工
場
を
整
備
し
ま
し

た
。
生
産
体
制
に
つ
い
て

「
中
国
で
は
オ
フ
ィ
ス
内
に
製

品
の
組
み
立
て
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
鉄

骨
２
階
建
て
約
６
６
０
０
㎡
を

賃
借
し
、
大
型
製
品
の
生
産
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
生
産
キ
ャ

場
と
同
じ
団
地
に
あ
り
、
特
に

九
州
エ
リ
ア
で
の
生
産
増
に
備

え
た
い
」

―
過
去
最
高
の
売
上
を
記
録
し

ま
し
た
。
今
後
の
事
業
展
開
を

お
話
く
だ
さ
い

「
現
在
は
メ
モ
リ
半
導
体
が
世

界
的
な
需
要
減
速
に
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
短
期
的
に
は
各

国
の
最
先
端
半
導
体
製
造
装
置

に
対
す
る
輸
出
管
理
強
化
の
影

響
な
ど
も
ふ
ま
え
、
２
０
２
４

年
２
月
期
は
売
上
高
８
８
０
億

２
６
０
０
万
円
、
経
常
利
益
２

１
５
億
５
３
０
０
万
円
、
純
利

益
１
５
７
億
１
８
０
０
万
円
と

減
収
減
益
の
予
想
で
す
。
た
だ
、

中
長
期
的
に
は
社
会
基
盤
を
支

え
る
半
導
体
の
市
場
は
力
強
く

成
長
す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
新
製
品
開
発
、
生
産

シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
３
月
に
は
シ
リ
コ
ン
ウ

エ
ハ
ー
上
の
金
属
の
不
純
物
を

分
析
す
る
装
置
を
手
掛
け
る
㈱

イ
ア
ス
（
東
京
都
日
野
市
日
野

本
町
２
│
２
│
１
、
川
端
克
彦
社

長
、２
０
０
４
年
12
月
設
立
、資

本
金
９
千
万
円
）
を
子
会
社
化

し
て
お
り
、
微
細
化
の
進
む
半

導
体
の
歩
留
ま
り
向
上
の
た
め

に
、
新
し
い
技
術
開
発
に
取
り

組
み
た
い
」

中
国
向
け
販
売
が
好
調

中
国
向
け
販
売
が
好
調

過
去
最
高
の
売
上
を
計
上

過
去
最
高
の
売
上
を
計
上▷藤代祥之＝ 1980 年 3月 18 日、井原市生まれ。

京都大学大学院情報学研究科社会情報学専攻修士課
程修了。2006年、ローツェ入社。専務を経て、15
年から現職。㈱アドテックプラズマテクノロジー取
締役も務める。井原市在住。

▷ローツェ㈱＝福山市神辺町道上 158
8、電 084･960･0001。

ローツェ㈱ 社長 ひ
と

ふじ　しろ　 よし　ゆき

藤代祥之藤代祥之さんさん
　　　　　　　　　　　　　　（43）（43）

中国・上海の新工場
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ 

岡
山 

企
業
」
を
検
索
す

る
と
ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
る
備

商
㈱
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
に
関
し
て
岡

山
で
最
も
先
進
的
な
企
業
と
い

え
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
の
効
用

に
つ
い
て
上
野
雅
史
社
長
が
話

し
た

と
い
え
ま
す
」

─
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
導
入
し
よ

う
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

「
国
連
は
30
年
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
の
ゴ
ー
ル
に
定
め
て
い
て
、

そ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
世
界

中
の
企
業
が
走
っ
て
い
ま
す
。

今
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
加
し
な
け
れ

ば
社
会
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
逆

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
会
社
は
信
用
力
が
高
ま
り
、

社
会
か
ら
選
ば
れ
る
企
業
に
な

る
と
考
え
ま
し
た
」

─
具
体
的
に
何
を
な
さ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か

「
ま
ず
名
刺
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
ま
し
た
。
名

刺
は
再
生
紙
で
す
の
で
第
15
目

標
の『
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
』

を
実
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
で

あ
の
七
色
の
リ
ン
グ
状
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
買
っ
て
社
員
全
員
が

付
け
、
Ｈ
Ｐ
上
で
企
業
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。
社
会
に
向

か
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
運
動
参
加
企

業
と
し
て
声
を
上
げ
る
こ
と
が

第
一
歩
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ

の
後
、
社
内
に
『
オ
ー
ル
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ト
イ
レ
』
を
設
置
し
た

─
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
解
説
し

て
下
さ
い

「
２
０
１
５
年
に
国
連
が
定
め

た
『
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
行
動
計
画
』
の
こ
と
で
、
貧

困
や
飢
餓
を
な
く
す
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
な
ど
17

の
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
大
げ
さ
に
考
え
る
必

要
は
な
く
、
ど
こ
の
会
社
で
も

す
で
に
実
施
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
も
う
少
し
積
極
的
に
推
し

進
め
る
だ
け
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参

加
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
弊

社
の
場
合
水
道
関
連
工
事
を

行
っ
て
い
る
の
で
通
常
業
務
を

誠
実
に
こ
な
せ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
第

６
目
標
で
あ
る
『
安
全
な
水
と

ト
イ
レ
を
世
界
中
に
』
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
ら
か
の
社
員
福
祉
を
行
え
ば

第
８
目
標
の
『
働
き
が
い
も
経

済
成
長
も
』
を
実
現
し
て
い
る

り
、
同
好
会
支
援
を
強
化
す
る
、

イ
ク
メ
ン
に
な
る
た
め
の
講
座

を
開
く
と
い
っ
た
活
動
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
」

─
効
果
は
あ
り
ま
し
た
か

「
ま
ず
離
職
率
が
減
り
ま
し
た
。

同
好
会
で
男
女
差
や
年
齢
差
を

超
え
た
会
話
が
増
え
る
こ
と
で

社
内
の
風
通
し
が
良
く
な
り
、

仕
事
上
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
減
っ

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
思
え

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
進
企
業

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
マ

ス
コ
ミ
が
向
こ
う
か
ら
取
材
に

来
て
く
れ
、
テ
レ
ビ
等
で
当
社

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
知
名
度
、

イ
メ
ー
ジ
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

採
用
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て

い
て
、
と
く
に
若
い
求
人
応
募

者
数
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
環

境
に
配
慮
す
る
企
業
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
、
ネ
ッ
ト
で
『
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ 

岡
山 

企
業
』
で
検
索

す
る
と
、
一
番
上
に
出
て
き
た

当
社
を
就
職
先
に
選
ん
だ
と
い

う
学
生
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

７
年
後
に
や
っ
て
来
る
社
会
が

示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

未
来
が
見
え
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
、
会

社
の
経
営
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

来
た
る
べ
き
未
来
見
据
え
た

来
た
る
べ
き
未
来
見
据
え
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
先
進
的
な
企
業

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
先
進
的
な
企
業

▷上野雅史＝ 1974 年 9月 26日総社市生ま
れ。愛知学院大学卒。2000年に備商㈱に入社
し、16年に社長就任。この 4月に岡山商工会
議所青年部（YEG）会長就任。

備商㈱ 社長か
お

うえ　 の　　まさ　　し

上野雅史上野雅史さんさん
　　　　　　　　　　　　　　（48）（48）

備商が製作した岡山駅東口の噴水
▷備商㈱＝岡山市南区福成 2-19-6、電 086･26
3･1191。1952 年設立。環境装置、ポンプ等
水処理設備、産業機械等の設計、設置、管理を
行う。優良申告法人、岡山県男女共同社会参画
づくり、同優良建設工事など受賞歴多数。社員
数 62人。22年度年商 35億円。
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飲
食
店
経
営
、
菓
子
製
造
販

売
の
㈱
Ｓ
ａ
ｋ
ｋ
ｕ
ｒ
ｕ

（
サ
ッ
ク
ル
、福
山
市
伏
見
町
１

―
22
・
ア
サ
ヒ
ビ
ル
３
Ｆ
、
石
丸

さ
な
ゑ
社
長
、
電
０
８
４
・
９

２
０
・
１
８
９
８
）
が
経
営
し

て
い
る
福
山
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド

販
売
「
カ
フ
ェ
ド
ア
ン
リ
ュ
」

（
同
町
４
―
31
、
電
同
９
２
３
・

６
８
３
６
）は
、い
ち
ご
を
使
っ

た
季
節
限
定
一
口
サ
ン
ド
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
中
。
５

月
末
ま
で
続
け
る
。

　
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
女
性
が

頬
張
る
と
、
手
や
口
の
周
り
に

ク
リ
ー
ム
が
付
く
の
で
、
ク

リ
ー
ム
が
付
か
な
い
よ
う
に
一

口
サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
し
て
あ
る
。

フ
ワ
ッ
と
し
た
、
優
し
い
食
感

が
や
み
つ
き
に
な
る
と
い
う
。

　
限
定
商
品
は
、
い
ち
ご
（
６

５
０
円
）、
シ
ョ
コ
ラ
い
ち
ご

（
６
３
０
円
）、
い
ち
ご
ミ
ッ
ク

ス
（
６
３
０
円
）、チ
ョ
コ
い
ち

ご
ミ
ッ
ク
ス
（
６
５
０
円
）、い

ち
ご
バ
ナ
ナ
（
６
５
０
円
）、Ｗ

ベ
リ
ー
（
６
８
０
円
）
の
６
種
。

　

定
番
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
、

バ
ナ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
５
０
０

円
）、チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
（
５
０
０

円
）、チ
ョ
コ
オ
レ
ン
ジ
（
５
５

０
円
）、
し
ま
シ
ョ
コ
ラ
〔
八

朔
〕（
５
５
０
円
）
な
ど
が
あ
る
。

　
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
５
本
セ
ッ

ト
を
３
千
円
で
販
売
し
て
お
り
、

　

沖
縄
県
産

品
の
販
売
や
、

琉
球
バ
ル

「
い
ち
ゃ
り

ば
」（
福
山
市

笠
岡
町
３
│

７
・
城
下
横

丁
）
を
経
営

す
る
沖
縄
ビ

ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
（
同

所
、
原
田
公

晴
代
表
）
と

福
山
ま
る
ご

と
沖
縄
フ
ェ

ア
実
行

委
員
会

（
電
０
９
０
・
７
８
９
０
・

０
８
９
２
）
は
５
月
11
日

〔
木
〕
正
午
│
午
後
９
時
、

ア
イ
ネ
ス
ふ
く
や
ま
（
同

市
東
桜
町
１
│
１
）
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
で
、
沖
縄
と

商
品
の
中
か
ら
５
本
選
ぶ
と
、

化
粧
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
リ
ボ
ン

を
結
び
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
く
れ

る
。
進
物
に
最
適
。

　
同
店
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は

２
月
26
日
、
広
島
テ
レ
ビ
「
三

四
郎
の
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ
ボ
ス
」
で
紹

介
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。

触
れ
あ
う
「
第
１
回
福
山
ま
る

ご
と
沖
縄
フ
ェ
ア
」
＝
写
真
＝

を
開
く
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
琉
球

王
国
に
学
ぶ
人
付
き
合
い
」（
ほ

め
達
特
別
認
定
講
師
・
亀
川
智

子
さ
ん
）、特
別
ス
テ
ー
ジ
（
午

後
６
時
30
分
か
ら
、
ボ
ー
カ
ル

響
紀
さ
ん
）、沖
縄
三
線
ラ
イ
ブ

（
我
喜
屋
信
男
さ
ん
）、
琉
球
泡

盛
販
売
（
泡
盛
の
女
王
来
場
）、

沖
縄
産
品
販
売
、
グ
ル
メ
屋
台

（
沖
縄
そ
ば
、
沖
縄
料
理
な
ど
）、

琉
装
の
着
付
け
体
験
、
桐
箱
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。

い
ち
ご
の
季
節
限
定
一
口
サ
ン
ド

「
フ
ワ
ッ
と
し
た
優
し
い
食
感
」

５
月
末
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

カフェドアンリュ

■天満屋福山店
■ゆめタウン福山店
■フジグラン神辺店
■ミムラ本通店

いちごの一口サンド

定番フルーツサンド

第 1回福山まるごと沖縄フェア
5/11 アイネスふくやま

沖縄ビジネスサポート
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未
来
を
、
走
り
な
が
ら
体
験
し
、

車
内
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
す
る
。

　
「
グ
リ
ス
ロ
で
め
ぐ
る
福
山

城
周
辺
プ
ラ
ン
」
は
福
山
城
や
、

城
周
辺
の
神
社
な
ど
を
約
45
分

で
回
る
。
定
員
３
人
、
１
日
３

│
５
便
、
大
人
税
込
４
９
０
０

円
、
子
供
同
３
９
０
０
円
。

　
Ａ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
て
走

る
と
、
福
山
の
未
来
都
市
が
映

し
出
さ
れ
、
そ
の
後
現
実
の
世

界
に
戻
り
、
江
戸
時
代
の
城
下

町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
な
が

ら
移
動
す
る
。
途
中
鬼
が
襲
っ

て
く
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
手
を
か
ざ
し
て
防
ぐ
。

　
「
観
光
バ
ス
で
め
ぐ
る
市
内

周
遊
プ
ラ
ン
」
は
、
福
山
を
象

徴
す
る
名
所
や
、
穏
や
か
な
瀬

戸
内
海
沿
い
の
景
色
を
眺
め
な

が
ら
、
人
気
の
観
光
地
・
鞆
の

浦
に
向
か
う
約
45
分
の
コ
ー
ス
。

帰
り
は
約
30
分
。定
員
16
人
、１

日
３
│
５
便
、
大
人
同
３
９
０

０
円
、
子
供
同
２
９
０
０
円
。

　
バ
ラ
の
花
び
ら
に
触
れ
る
よ

う
な
体
験
や
、
バ
ス
の
車
内
に

五
重
塔
が
出
現
し
た
り
、
中
世

の
草
戸
千
軒
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ

プ
す
る
な
ど
、
幻
想
の
世
界
へ

誘
う
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
社

広
報
部
（
電
同
９
９
９
・
５
５

５
３
）
ま
で
。

　

地
場
大
手
の
ア
サ
ヒ
タ
ク

シ
ー
㈱（
福
山
市
新
涯
町
２
│
20

│
11
、
山
田
康
文
社
長
、
電
０
８

４
・
９
５
４
・
７
７
０
０
）
は

４
月
16
日
、
Ｘ
Ｒ
（
ク
ロ
ス
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
）
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
現
実
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
を
融
合
さ
せ
た
新
感
覚
観
光

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
Ｘ
Ｒ
ツ

ア
ー
ふ
く
や
ま
（FA

N
T
A
SI

C X
R T
O
U
R FU

K
U
Y
A

M
A

）」
の
運
行
を
開
始
し
た
。

　
環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

（
グ
リ
ス
ロ
）を
タ
ク
シ
ー
業
界

で
全
国
初
導
入
し
た
同
社
の
新

た
な
る
地
域
観
光
サ
ー
ビ
ス
で
、

築
城
４
０
０
周
年
の「
福
山
城
」

や
、
日
本
遺
産
「
鞆
の
浦
」
な

ど
、
福
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

Ｘ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
観
光

ツ
ア
ー
は
全
国
初
と
な
る
。

　
Ｘ
Ｒ
と
は
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）、Ｍ

Ｒ
（
複
合
現
実
）
と
い
っ
た
、現

実
と
仮
想
空
間
の
融
合
体
験
を

可
能
に
す
る
先
端
技
術
で
、
㈱

シ
ナ
ス

タ
ジ
ア

が
開
発

し
た
。

グ
リ
ス

ロ
と
観

光
バ
ス

に
搭
載

し
て
名

所
旧
跡

を
回
り
、

過
去
と
、

現
在
と
、

福山の未来と現在と過去を観光
ファンタジックXRツアー

現実とバーチャル空間の融合

アサヒタクシー

池永経営会計事務所は、総勢 70 名と各分野の専門家チームで複雑な問題も解決します。

池永経営会計事務所
電話 084･931･1428

×
8
÷
5
％

　

コ
ロ
ナ
渦
で
減
少
し
て
い
た

税
務
調
査
件
数
も
通
常
並
み
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
、税
務
調
査
に
て
指

摘
さ
れ
や
す
い
点
は
、直
前
決
算

日
前
後
の
い
わ
ゆ
る
期
ズ
レ
に

よ
る
売
上
や
棚
卸
の
計
上
漏
れ

で
す
。
た
だ
、そ
れ
ら
は
翌
期
に

は
損
金
と
な
る
の
で
、い
つ
税
金

を
払
う
の
か
の
違
い
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

　
調
査
官
が
特
に
見
逃
し
た
く
な

い
の
は
、経
営
者
の
公
私
混
同
に
よ

る
私
的
経
費
の
混
入
で
す
。
仕
事

と
は
関
係
の
な
い
飲
食
や
遊
興
、

家
族
の
日
常
生
活
の
費
用
が
入

り
込
む
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。

　
こ
れ
は
、法
人
税
額
の
計
算
の

基
に
な
る
課
税
所
得
が
増
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。い
つ
の
経

費
か
、で
は
な
く
未
来
永
劫
経
費

と
し
て
認
め
な
い
、当
然
翌
期
に

認
め
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
の

で
、
調
査
官
と
し
て
は
必
ず
チェッ

ク
し
た
い
項
目
で
す
。

さ
ら
に
、「
そ
れ
、
実
質
的
に
は

あ
な
た
（
社
長
）
へ
の
給
与
で
す

よ
ね
？
」
と
い
う
認
定
に
な
れ

ば
、社
長
個
人
の
所
得
税
も
課
税

で
き
ま
す
。ダ
ブ
ル
で
課
税
で
き

る
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
、税
金
の
追
徴
よ
り

も
大
事
な
こ
と
は
、そ
れ
を
扱
う

経
理
担
当
者
の
目
も
冷
や
や
か

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
よ
う
な
社
長
の
個
人
経

費
の
つ
け
込
み
は
、経
理
担
当
者

か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
他
の

社
員
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
っ

た
方
が
賢
明
で
す
。「
家
族
の
み

会
社
」の
時
に
は
税
金
の
問
題
だ

け
で
、経
営
上
の
問
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、社
員
が
増

え
、会
社
が
成
長
し
て
き
た
時
に

は
、多
く
の
社
員
の
失
望
を
起
こ

す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。た

か
が
１
〜
２
万
円
の
税
金
の
得

の
た
め
に
大
事
な
も
の
を
失
い

た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
理
士
　
菅 

雅
史

　『
経
費
の
公
私
混
同
を
い
つ
や
め
ま
す
か
』

XR システムを搭載したグリスロ

江戸時代の城下町にタイムスリップ
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■
わ
が
家
の
洗
面
台
の
棚
に
は

「
育
毛
効
果
が
あ
る
」と
信
じ
て

い
る
「
加
美
乃
素
」
を
置
い
て

い
る
。
白
髪
染
め
も
あ
り
、
若

い
頃
に
愛
用
し
て
い
た
髪
を
固

め
る
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
の
出
番
が

減
っ
て
い
る
。
自
分
は
化
粧
品

へ
の
関
心
が
薄
い
男
だ
が
、
大

リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手
を

起
用
し
た
コ
ー
セ
ー
の
Ｃ
Ｍ
に

は
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り

「
コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ
」と
称
す
る

美
容
液
を
試
し
た
く
な
っ
て
き

た
。
通
販
サ
イ
ト
を
見
る
と
加

美
乃
素
が
３
、
４
本
買
え
る
お

値
段
な
の
で
、
抽
選
で
当
た
る

サ
ン
プ
ル
を
申
し
込
ん
だ
。
運

良
く
手
元
に
届
け
ば
使
っ
て
み

て
、
育
毛
剤
と
の
二
刀
流
で
若

返
り
を
図
り
た
い
。　
（
Ｓ
Ｎ
）

■
岡
山
県
北
の
津
山
市
宮
尾
６

４
７
に「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド・

バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・
岡
山
津

山
」が
新
設
さ
れ
た
。
米
ホ
テ
ル

大
手
が
手
掛
け
る
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
で
、
日
本
国
内
で
24
軒
目
、
岡

山
県
内
で
は
昨
年
開
設
さ
れ
た

蒜
山
高
原
に
続
い
て
２
軒
目
と

な
る
。
同
ホ
テ
ル
は
全
て
道
の

駅
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い

る
点
が
特
徴
。
宿
泊
特
化
型
と

な
っ
て
い
て
、
キ
ッ
チ
ン
は
あ

る
が
レ
ス
ト
ラ
ン
は
な
い
。
食

事
は
周
辺
飲
食
店
の
利
用
や
食

材
を
購
入
し
て
自
炊
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
地
元
の
自

然
や
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と

を
テ
ー
マ
と
す
る
、
独
自
の
ス

タ
イ
ル
の
旅
を
提
案
し
て
い
る

点
が
興
味
深
い
。　
　
（
Ｗ
Ｔ
）

■
両
備
信
用
組
合
の
取
材
を
通

し
、
㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

の
仙
田
信
吾
社
長
に
お
会
い
し

た
。
仙
田
社
長
は
府
中
市
上
下

町
の
出
身
で
、
ご
両
親
は
商
店

街
の
中
で
仙
田
商
店
と
い
う
店

を
経
営
さ
れ
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
、
上
下
町
が
様
々
な
事
情

で
衰
退
し
て
い
く
中
で
、
歴
史

情
緒
豊
か
な
同
町
な
ら
で
は
の

「
ひ
な
ま
つ
り
」を
し
よ
う
と
い

う
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
中
心

に
な
っ
た
の
が
仙
田
さ
ん
の
母

君
だ
っ
た
。
僕
ら
が
行
く
と
必

ず
店
の
中
へ
招
き
、
繰
り
返
し

「
上
下
町
を
お
願
い
し
ま
す
」と

頭
を
下
げ
ら
れ
た
。
本
当
に
心

温
か
い
方
で
、
上
下
の
記
事
に

は
特
に
熱
が
籠
も
っ
た
こ
と
を

想
い
出
し
た
。　
　
　
　
（
Ｙ
）

■
か
け
た
時
間
に
対
す
る
効
率

を
重
視
す
る
「
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」
意
識
が
Ｚ
世

代
で
浸
透
し
て
い
る
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
は
長
い
動
画
の
閲

覧
は
敬
遠
さ
れ
、２
分
ほ
ど
の
短

い
動
画
が
人
気
と
聞
い
た
。ま
た

タ
イ
パ
を
重
視
す
る
学
生
は
、ア

ル
バ
イ
ト
で
は
時
給
の
高
さ
よ

り
、
自
宅
近
く
の
店
舗
に
す
る

な
ど
時
間
効
率
が
決
め
手
と
い

う
。
企
業
の
求
人
も
近
年
、
募

集
チ
ラ
シ
や
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

か
ら
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
情
報

が
入
手
で
き
る
自
社
サ
イ
ト
の

リ
ク
ル
ー
ト
ペ
ー
ジ
開
設
に
移

行
し
つ
つ
あ
り
、
タ
イ
パ
意
識

を
反
映
し
た
戦
略
が
加
速
し
て

い
る
。
地
場
の
各
社
・
店
に
は
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。　
（
Ｋ
Ｔ
）

■
福
山
地
区
で
は
例
年
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
大
型

イ
ベ
ン
ト
づ
く
し
だ
が
、
今
年

は
各
イ
ベ
ン
ト
日
程
に
や
や
変

更
が
あ
る
。
福
山
ば
ら
祭
は
５

月
第
４
週
の
27
〔
土
〕・
28
日

〔
日
〕。
鞆
の
浦
花
火
大
会
は
６

月
３
日〔
土
〕。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
フ
ェ
ス

タ
ふ
く
や
ま
は
６
月
４
日〔
日
〕

に
計
画
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ゴ

ル
フ
の
「
全
英
へ
の
道
〜
ミ
ズ

ノ
オ
ー
プ
ン
」
は
５
月
25
〔
木
〕

―
28
日
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
瀬
戸
内
海
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
（
笠
岡
市
）
で
開

催
さ
れ
る
。「
全
日
好
天
に
」と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う

が
、
初
夏
の
日
差
し
の
下
、
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
以
上
の
人
出

で
に
ぎ
わ
う
こ
と
に
期
待
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｍ
）

■
新
学
期
に
な
り
、二
人
の
息
子

が
中
２
と
小
６
に
な
っ
た
。
子
育

て
は
大
き
く
な
っ
た
ら
楽
に
な
る

と
言
わ
れ
が
ち
で
、
自
分
も
そ
う

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

「
今
が一番
大
変
だ
」と
毎
年
思
っ

て
い
る
。
確
か
に
物
理
的
な
世
話

は一気
に
楽
に
な
っ
た
が
、
勉
強
の

難
易
度
、友
達
関
係
の
悩
み
な
ど

は
年
々
複
雑
に
な
り
、思
春
期
特

有
の
子
育
て
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
る
。
悩
み
相
談
な
ど
の
公

的
な
子
育
て
支
援
が
手
厚
い
の

は
乳
幼
児
期
だ
け
で
、思
春
期
に

な
る
と
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

印
象
だ
。親
子
を
共
に
ケ
ア
す
る

支
援
は
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
べ

き
だ
。
そ
ん
な
中
、
思
春
期
特

有
の
可
愛
さ
も
ま
た
特
別
で
、原

動
力
だ
と
思
う
。　
　
（
Ｍ
Ｔ
）

■
岡
山
県
北
部
の
取
材
を
重
ね
、

そ
の
観
光
資
源
の
豊
か
さ
に
驚

い
て
い
る
。
出
雲
街
道
沿
い
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
情

緒
あ
ふ
れ
る
街
並
や
建
造
物
、

温
泉
街
、
充
実
し
た
資
料
館
な

ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

今
号
で
は
、
津
山
市
の
田
町
文

化
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
と
い
う
カ
フ
ェ

＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
拠
点
に
、
県

北
の
魅
力
を
独
自
の
視
点
で
発

掘
・
発
信
す
る
衆
楽
舎
の
取
り

組
み
を
取
材
し
た
。
今
後
、
文

化
交
流
の
ハ
ブ
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
場
作
り
や
住
ま
い
作

り
に
よ
る
移
住
者
支
援
な
ど
、

エ
リ
ア
の
魅
力
を
応
援
す
る

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
と
い
う
衆
楽
舎
の
活
動

に
注
目
し
た
い
。　
　
（
Ｎ
Ｉ
）

■
う
ど
ん
が
食
べ
た
く
な
り
、

日
曜
日
に
高
松
市
屋
島
に
あ
る

「
本
家
わ
ら
家
」に
行
っ
た
。
昼

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
列
が
で

き
て
い
る
。
15
分
ほ
ど
並
ん
で

店
内
に
入
り
、
釡
揚
げ
と
天
ぷ

ら
を
注
文
。
手
際
よ
く
、
10
分

ほ
ど
で
運
ば
れ
て
き
た
。
観
光

客
に
人
気
が
あ
る
店
で
、
天
ぷ

ら
が
旨
か
っ
た
。店
を
出
て
、隣

の
徳
川
家
康
を
祭
神
と
し
た
讃

岐
東
照
宮
・
屋
島
神
社
に
参
拝

し
た
。
石
段
を
登
り
ツ
ツ
ジ
が

咲
き
誇
る
境
内
へ
。
神
門
が
見

え
、後
ろ
に
屋
島
の
南
端・冠
ヶ

嶽
が
そ
び
え
立
つ
。
こ
の
風
景

は
壮
観
で
あ
っ
た
。
参
拝
し
て

冠
ヶ
嶽
の
パ
ワ
ー
を
頂
い
た
。

素
晴
ら
し
い
場
所
に
神
社
を
建

立
し
た
も
の
だ
。　
　
　
（
ｉ
）

記
者
敬
白
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福山市南手城町4-4-7
TEL.084（921）4864 FAX.084（921）1725

日祝日も
配達します。

364日配送364日配送
前日注文
でお願い
します。

業務用
酒類

ココス

もみじ銀行

ゆめタウン

Ｒ
１
８
２

炭
火
珈
房
ピ
ト
ン

蔵
王
店

福
山
市
南
蔵
王
町
5
│
18
│
34

電
0
8
4
･
9
4
0
･
5
1
0
5

三景園

山陽自動車道

本郷 IC

P

◇レ・ユニオンコーヒー㈱（北山英司社長）の直営店。
「炭火珈房ピトン」南蔵王本店（福山市南蔵王町 5―16
―19、電 084・943・5911）と共に、5 月 7 日〔日〕
ごろまで「春の限定メニュー」＝写真＝を提供している。
　香り高い「炭火珈琲」だけでなく、「桜あん」やイチ
ゴなど、彩り鮮やかでスイーツ好きにはたまらないメ
ニューがズラリ。「春の桜ワッフル」（980 円）、「春の桜
あんパフェ」（1200 円）、「新鮮いちごミルク」（850 円）、

「いちごのサンドウイッチ」（950 円）などは一例。
　営業は午前 8 時―午後 7 時（LO6 時 30 分）。南蔵
王本店は午前 9 時から。両店共 1 月 1・2 日を除き年
中無休。

◇日本初のアルベルゴディフーゾ（分散型
ホテル）認定宿・矢掛屋の食事処。矢掛町
産のフルーツや特別栽培米「きぬむすめ」、
寄島のサワラなどの瀬戸内の魚介、井原の

「明治ごんぼう」、美星町産の「美星豚」「美
星牛」など、地元食材をふんだんに使った
和食を通して、矢掛の風情を伝える。メ
ニューは季節の料理・小鉢・天ぷらなどの

「宿場のランチ（1800 円）」、「美星豚のトン
カツランチ（同）」のほか、夜の「美星豚の
コース（6600 円）」「美星牛のコース（9350
円）」など。夜のコース
は予算に応じ、一般客
には予約を呼び掛けて
いる。
　営業は午前 11 時─
午後 2 時（1 時 30 分
LO）、同 5 時 30 分─
9 時（8 時 30 分 LO）。

レストラン 花鳥風月
岡山県矢掛町矢掛 3050-1　電 0866･82･0111

小田川

R486

中銀
矢掛

矢掛本陣美
山
川

立呑 福（たちのみ ふく）
三原市本郷町広島空港ビル 3階
電 0848･86･8162（空港ビル）
◇竹原市の老舗酒屋・福幸㈱が 4 月 15 日、広島空港
ビル 3 階の飲食店街「たちまち横丁」にオープンした。
　全国の蔵元から名酒を 30 種類以上揃え、飛行機の
出発前、 到着後の隙間時間にサクッと呑める手軽な居
酒屋で、串揚げ、焼き物、煮込み料理など酒の肴とし
ておあつらえ向きのメニューが揃っている。
　この飲食店街は飛行機の搭乗客だけでなく、近くの
日本庭園「三景園」などへ行楽に来た人も気軽に立ち
寄れるフードコートで、3 月 1 日にリニューアルオー
プン。その一角にあるこの店の入り口には、写真の暖
簾が掛かっている。
　営業時間は午前 11 時−午後 8 時。

◇名物の「わっふる」や
上品な甘さの生菓子、
黒糖生地の「こくっとろ
うる」などが人気の老舗
和菓子店。「子どもの
日」に向けて「柏餅」【白
生地＝こしあん、ヨモギ
＝粒あん】（各 176 円）
の販売が始まった。こし
あんは十勝産小豆、粒あんは丹波産の大納
言に使い分けるなどのこだわりを持つ。4 月
26 日〔水〕からは「粽（ちまき）」【御所（275
円）、羊羹（ようかん）・水仙（各 385 円）】
の販売も始まる。葛（くず）を 100％使用し
た透き通った「水仙」と、葛にあんを練り込
んだ「羊羹」の 2 種は本格的な京風で、福
山では唯一の品。
　営業は午前 9 時─午後 7 時。元旦以外基
本無休。

菓匠 福富
福山市松浜町 3-8-36　電 084･991･3380

R2

GS

ゲオ緑町公園

バラ公園
ポート
プラザ
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